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戦
前
か
ら
戦
後
、
太
子
講
（
聖

徳
太
子
を
祀
っ
て
集
ま
る
職
人
の

寄
り
合
い
）
や
同
業
者
組
合
で
は

職
人
の
協
定
賃
金
を
決
め
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
職
人
の
最
低
生
活

の
保
障
と
、
賃
金
が
ば
ら
ば
ら
だ

と
親
方
が
見
積
も
り
の
時
に
困
る

か
ら
で
し
た
。
し
か
し
東
京
土
建

結
成
後
の
協
定
賃
金
運
動
は
町
場

の
組
合
員
が
自
主
的
に
賃
金
を
決

め
、
主
と
し
て
勤
労
者
の
施
主
に

向
け
て
宣
伝
し
、
そ
の
賃
金
を
獲

得
す
る
運
動
と
な
り
ま
し
た
。

1
9
5
0
年
代
で
は
、
毎
年
の

大
会
で
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
「
運
動
方
針
と
い
う
よ
り
問

題
提
起
の
段
階
」
（
第
7
回
大
会

・
1
9
5
4
年
）
と
い
う
水
準
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
が
本
格
的
に
協
定
賃

金
運
動
を
開
始
し
た
の
は
1
9
6

1
年
か
ら
で
す
。
日
本
経
済
が
高

度
成
長
時
代
に
入
り
、
公
共
投
資

の
大
幅
増
額
で
建
設
産
業
が
未
曽

有
の
好
況
と
な
り
、
技
能
工
が
不

足
し
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
が

建
設
労
働
者
と
中
小
零
細
の
業
者

に
客
観
的
に
有
利
に
働
き
ま
し

た
。
そ
し
て
主
体
的
に
は
、
東
京

土
建
が
1
9
5
2
年
の
メ
ー
デ
ー

事
件
に
よ
る
「
第
1
の
試
練
」
を

克
服
、
1
万
9
千
人
の
組
織
に
成

長
、全
建
総
連
7
万
数
千
人
、東
京

都
連
が
結
成
さ
れ
、
協
定
賃
金
は

労
働
者
・
職
人
の
手
取
り
賃
金
だ

と
す
る
合
意
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
1
9
6
1
年
3
月
の
全
建

総
連
賃
金
代
表
者
会
議
な
ど
で
50

年
代
を
総
括
、
協
定
賃
金
引
き
上

げ
成
功
の
経
験
が
交
流
さ
れ
、
協

定
賃
金
運
動
へ
の
不
理
解
と
消
極

性
の
克
服
が
進
み
ま
し
た
。

東
京
中
の
電
柱

に
ス
テ
ッ
カ
ー

全
建
総
連
は
1
9
6
1
年
7
月

1
日
を
全
国
い
っ
せ
い
統
一
協
定

賃
金
実
施
日
と
し
、
全
都
土
建
職

種
別
賃
金
協
定
委
員
会
が
結
成
さ

れ
、
大
工
1
5
0
0
円
、
と
び
1

3
0
0
円
、
左
官
1
7
0
0
円
、

石
工
1
8
0
0
円
な
ど
の
「
土
建

職
別
賃
金
協
定
表
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
青
年
部
が
行
動
の
先
頭
に

立
っ
て
東
京
中
の
電
信
柱
に
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
り
だ
し
、
ビ
ラ
を
ま

き
、
宣
伝
カ
ー
を
運
行
し
て
大
宣

伝
を
行
な
い
ま
し
た
。
8
月
10
日

に
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
協

定
賃
金
引
上
げ
・
工
事
単
価
適
正

化
要
求
中
央
総
決
起
集
会
」
が
開

か
れ
、
全
国
か
ら
4
千
人
（
東
京

土
建
2
5
0
0
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
集
会
は
「
土
建
労
働

運
動
史
上
は
じ
め
て
の
大
集
会
」

（
第
15
回
大
会
・
1
9
6
2
年
）

で
し
た
。

こ
の
と
き
の
運
動
の
成
果
は
、

①
1
9
6
0
年
に
7
0
0
円
程
度

で
あ
っ
た
大
工
の
賃
金
が
、
1
9

6
1
年
の
暮
れ
に
は
「
大
工
の
標

準
賃
金
は
、
ほ
ぼ
1
3
0
0
円
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
第
15
回

大
会
）
こ
と
と
、
協
定
賃
金
の
引

き
上
げ
を
受
け
、
臨
時
国
会
で
建

設
単
価
の
補
正
が
史
上
初
め
て
行

な
わ
れ
た
こ
と
、
都
営
住
宅
の
予

定
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
、
建
設

省
の
大
蔵
省
へ
の
概
算
要
求
で
公

営
住
宅
、
公
庫
住
宅
、
大
工
の
労

務
賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
②
賃
金
格

差
の
縮
小
を
促
す
こ
と
で
、
公
共

工
事
の
最
高
賃
金
を
規
定
し
、
賃

金
を
釘
付
け
し
て
い
た
労
働
省
の

「
一
般
職
種
別
賃
金
日
額
表
」
を

廃
止
さ
せ
ま
し
た
。
③
賃
金
以
外

の
労
働
諸
条
件
の
改
善
の
た
た
か

い
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

自
覚
高
ま
り
大

衆
行
動
が
発
展

協
定
賃
金
運
動
の
成
功
は
東
京

土
建
の
運
動
に
重
要
な
意
義
を
持

ち
ま
し
た
。
第
1
に
賃
金
と
い
う

労
働
組
合
の
一
番
根
本
的
な
要
求

で
成
果
を
上
げ
た
こ
と
で
労
働
組

合
ら
し
さ
を
獲
得
し
た
と
い
う
確

信
を
つ
か
み
ま
し
た
。
第
2
に
は

親
方
と
職
人
の
間
で
、
「
協
定
賃

金
を
基
礎
と
し
て
、
工
事
単
価
を

引
き
上
げ
、
と
も
に
生
活
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

協
定
賃
金
運
動
の
も
う
一
つ
の

意
義
は
「
大
衆
運
動
の
総
括
が
大

衆
の
自
覚
を
高
め
、
さ
ら
に
大
衆

行
動
と
組
織
を
発
展
さ
せ
る
」（
第

17
回
大
会
・
1
9
6
4
年
）
と
い

う
教
訓
を
学
ん
だ
こ
と
で
し
た
。

1
9
6
2
年
も
協
定
賃
金
運
動
は

成
功
し
ま
し
た
が
組
織
は
拡
大
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
12
月
か

ら
「
東
京
土
建
を
3
万
か
ら
5
万

へ
」
の
幻
灯
（
ス
ラ
イ
ド
）
上
映

に
よ
る
「
生
活
と
組
合
の
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
」
大
衆
的
な
総
括

運
動
を
始
め
ま
し
た
。
青
年
部
が

先
頭
に
立
ち
、
群
会
議
で
上
映
し

ま
し
た
。
幻
灯
を
観
た
仲
間
は
み

ん
な
泣
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
宿
命
感
に
打
ち
の
め
さ
れ
て

い
た
仲
間
が
幻
灯
を
観
て
将
来
に

希
望
を
も
っ
た
の
で
し
た
。

東
京
土
建
本
部
書
記
長（
当
時
）

の
門
田
清
さ
ん
は
「
…
こ
の
賃
上

げ
闘
争
と
い
う
の
は
、
土
建
の
労

働
者
を
か
え
て
き
た
、
大
変
革
命

的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
こ
と

で
は
な
い
か
。
と
に
か
く
明
治
以

来
1
0
0
年
、
自
分
の
力
で
自
分

の
賃
金
や
生
活
を
か
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
土
建
の
労
働
者

が
、
そ
う
い
う
運
命
を
切
り
か
え

て
き
た
の
が
こ
の
賃
金
闘
争
で
あ

っ
た
…
」（
新
常
任
書
記
学
習
会
で

の
講
演
「
東
京
土
建
の
歴
史
」
・

1
9
7
4
年
）と
述
べ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
け
て
、
後
継
者
も
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
賃
金
を
東
京
土
建
で
は
「
標
準

賃
金
」
と
し
て
設
定
し
、
「
標
準
賃
金
2
万
6
0
0
0
円
の
早
期
獲
得
、
日
額
2
万
円
以
下
を
な
く

す
」
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
に
つ
な
が
る
賃
金
運
動
の
始
ま
り
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

奉仕活動も重点とした住宅デー

今
年
6
月
を
中
心
に
開
催
し

た
第
40
回
住
宅
デ
ー
は
全
都
4

0
8
会
場
で
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
約
1
万
2
千
人
の
仲
間
が

参
加
し
、
約
7
万
人
の
来
場
者

を
迎
え
た
、
地
域
で
東
京
土
建

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
き
な
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

デ
ー
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

1
9
7
0
年
代
、
不
況
と
イ
ン

フ
レ
の
同
時
進
行
で
高
度
経
済
成

長
が
終
わ
り
を
告
げ
、
1
9
7
4

年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
住
宅

建
設
へ
の
大
手
資
本
の
進
出
や
政

府
の
工
業
化
住
宅
促
進
政
策
が
進

み
ま
し
た
。
ま
た
人
口
の
流
動
化

や
都
市
化
に
よ
り
地
縁
的
結
合
は

希
薄
化
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
化

に
町
場
の
大
工
、
工
務
店
の
ほ
と

ん
ど
は
、
市
場
に
仕
事
が
あ
ふ
れ

て
い
た
た
め
適
切
に
対
応
で
き

ず
、
消
費
者
か
ら
は
「
大
工
、
工

務
店
は
信
用
で
き

な
い
」
「
技
術
は

弱
く
な
り
、
強
く

な
っ
た
の
は
算
盤

勘
定
だ
け
」
と
い

っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

1
9
7
7
年
、
全
建
総
連
は
高

度
成
長
期
の
仕
事
の
や
り
方
を
低

成
長
に
移
行
し
た
段
階
で
見
直
す

必
要
性
を
自
覚
し
、「
職
人
憲
法
」

（
木
造
軸
組
施
工
基
準
、
住
宅
建

築
業
務
基
準
）
を
発
表
し
、
建
築

現
場
や
施
主
と
の
関
係
、
建
築
職

人
の
在
り
方
な
ど
、
自
ら
の
仕
事

の
や
り
方
を
点
検
し
、
地
域
で
の

信
頼
回
復
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
1
9
7
8
年
か
ら
「
6

月
25
日
」
は
住
宅
デ
ー
と
し
て
第

1
回
住
宅
デ
ー
を
取
り
組
み
ま
し

た
。
住
宅
デ
ー
の
目
的
は
、
①
得

意
先
や
地
域
需
要
者
と
の
信
頼
確

立
、
②
住
宅
資
本
の
進
出
を
は
ね

返
し
て
職
域
を
守
り
、
仕
事
を
確

保
す
る
、
③
地
域
住
民
の
住
宅
要

求
を
結
集
し
て
住
宅
政
策
の
転
換

を
め
ざ
す
こ
と
で
し
た
。

第
1
回
住
宅
デ
ー
は
、
大
量
宣

伝
、
奉
仕
活
動
、
住
宅
相
談
、「
職

人
憲
法
」学
習
会
、
得
意
先
回
り
、

現
場
の
整
理
整
頓
、
展
示
会
、
作

業
マ
ナ
ー
学
習
会
、
労
組
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
自
治
体
交
渉
な

ど
多
彩
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
翌

年
の
第
2
回
か
ら
は
一
人
暮
ら
し

老
人
宅
の
修
理
や
奉
仕
活
動
、
住

宅
相
談
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

1
9
7
0
年
代
の
住
宅
デ
ー
は

組
合
の
団
結
に
配
慮
し
て
仕
事
確

保
と
直
接
結
び
つ
く
活
動
は
避
け

ら
れ
ま
し
た
。
本
格
的
に
運
動
が

発
展
す
る
の
は
1
9
8
0
年
代
に

入
っ
て
か
ら
で
、分
会
住
宅
デ
ー
、

自
治
体
の
後
援
、
地
域
諸
団
体
と

の
共
同
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
活

動
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

江
戸
川
支
部

は「
住
宅
相
談
、

修
繕
の
窓
口
を

地
域
ご
と
に
設

置
す
る
こ
と
」
を
区
に
要
請
し
、

1
9
8
2
年
4
月
、
江
戸
川
区
に

「
住
宅
あ
っ
せ
ん
窓
口
」
を
開
設

さ
せ
ま
す
。
江
戸
川
支
部
は
「
江

戸
川
区
あ
っ
せ
ん
工
事
、
江
戸
川

区
民
相
談
員
の
会
」
を
つ
く
り
、

1
9
8
3
年
3
月
ま
で
の
1
年
間

で
総
額
4
2
5
8
万
円
の
仕
事
を

確
保
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
江
戸

川
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
東
京
土
建

は
全
都
で
拡
大
す
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。

「
江
戸
川
方
式
」
に
よ
っ
て
住

宅
デ
ー
で
の
住
宅
相
談
を
仕
事
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

1
9
8
2
年
6
月
の
中
央
執
行
委

員
会
で
、
住
宅
デ
ー
運
動
を
「
住

宅
相
談
は
仕
事
確
保
と
い
う
立
場

は
い
っ
さ
い
考
え
ず
」
と
い
う
立

場
か
ら
「
増
改
築
の
掘
り
起
こ
し

を
中
心
に
、積
極
的
に
職
域
防
衛
、

仕
事
確
保
の
取
り
組
み
」
へ
と
位

置
づ
け
を
転
換
し
ま
し
た
。

第
5
回
住
宅
デ
ー
（
1
9
8
2

年
）
で
は
自
治
体
の
後
援
も
取
り

付
け
、
「
く
も
の
巣
商
法
か
ら
ミ

ツ
バ
チ
商
法
へ
」
を
合
言
葉
に
、

組
合
員
が
住
民
と
の
結
び
つ
き
を

求
め
て
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が

重
視
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
8
0
年
代
に
住
宅
デ
ー
は

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開

し
、
地
域
団
体
の
協
力
・
協
同
や

後
援
団
体
の
広
が
り
で
「
住
民
と

と
も
に
つ
く
る
住
宅
デ
ー
」
へ
発

展
さ
せ
ま
し
た
。
会
場
数
も
1
9

8
1
年
・
1
4
5
会
場
か
ら
1
9

8
9
年
に
は
6
5
4
会
場
へ
増
や

し
ま
し
た
。

東
京
土
建
が
5
万
人
を
突
破

（
1
9
8
2
年
12
月
）
し
、
同
時

に
分
会
が
質
的
な
発
展
を
し
た
こ

と
を
背
景
に
、
分
会
が
独
自
で
住

宅
デ
ー
を
開
催
す
る
力
を
身
に
着

け
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

仲間が集まりステッカーを準備した

2

自
分
の
力
で
引
き
上
げ
た

運
命
を
切
り
か
え
た
賃
金
運
動地

域
で
の
信
頼
を
回
復

仕
事
確
保
め
ざ
し
た
住
宅
デ
ー


